
金
濁
古
蹴
志
巻
廿
三

て
御
意
に
、
自
今
か
ゃ
う
の
物
打
事
不
v
可
v
仕
、
竪
可
』
慣
と
、
御
賞

翫
あ
ら
せ
ら
れ
た
り
と
也
。
安
見
が
地
術
は
‘
磐
へ
ば
六
問
先
に
黒

大
立
を
馬
の
尾
に
て
線
ぎ
さ
げ
て
是
を
打
つ
に
、
十
に
丸
は
は
づ
れ

ざ
り
し
と
也
。
況
や
水
鳥
・
か
け
鳥
、
何
に
て
も
不
v
蛍
と
い
ふ
事
・
な

し
。
さ
て
難
波
の
役
に
武
功
茜
敷
、
後
一
高
四
千
石
被
=
下
置
二
女
見

隠
岐
と
ぞ
申
侍
る
。
或
時
居
聞
に
聾
疲
し
て
居
け
る
に
、
庭
の
杉
の

梢
に
鳶
来
り
mm
を
休
め
、
隠
岐
が
面
を
眺
め
居
た
り
o
隠
岐
首
を
上

げ
、
身
ど
も
が
所
へ
鳶
の
来
て
見
込
む
は
不
=
心
得
吋
さ
ら
ば
御
出
を

妨
げ
ん
と
、
小
姓
に
小
筒
を
取
寄
せ
、
は
ら
ぽ
ひ
な
が
ら
打
ち
け
る

が
‘
鳶
の
翼
を
越
え
て
玉
は
虚
益
に
失
せ
向
。
隠
岐
は
っ
と
思
ひ
、

と
は
不
思
議
な
り
。
是
程
の
聞
に
て
、
石
を
投
げ
て
も
中
る
ぺ
し
。

縦
あ
た
ら
・
?
と
も
驚
き
飛
去
る
ぺ
き
事
を
‘
，
其
健
逗
留
推
4
9
か
と
、

震
ね
て
是
を
ね
ら
ひ
打
つ
に
更
に
あ
た
ら
世
。
鳶
暫
〈
身
振
ひ
し
、

い
か
に
も
し
づ
か
に
た
ち
さ
り
し
と
也
。
隠
岐
そ
と
に
て
‘
は
っ
と

筑
付
き
、
共
行
方
を
三
拝
し
て
、
自
今
我
が
門
業
従
弟
の
面
々
ま
で
、

主
人
の
仰
せ
は
各
別
、
鳶
を
打
事
不
v
可
'
有
。
慢
心
を
宥
し
給
へ
と
弱

音
に
俄
悔
し
‘
響
飼
の
前
書
に
も
令
v
書
け
り
。
是
程
の
不
思
議
、
帯

常
な
ら
ば
集
も
付
く
ま
じ
き
な
れ
ど
も
、
流
石
名
人
故
己
を
顧
み
け

付
一
則
居
宅
を
役
所
に
相
成
。
共
頃
は
蛍
地
尾
山
与
稽
し
、
体
馬
役

所
も
相
動
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
慶
長
二
年
以
後
は
.
何
れ
の
地
に
町

役
所
を
立
て
た
り
け
ん
。
後
の
町
合
所
は
、
安
見
隠
岐
の
奮
宅
を
ぽ

共
ま
h

用
ひ
ら
れ
‘
文
化
二
年
ま
で
隠
岐
が
奮
宅
の
建
物
存
在
し

て
、
寛
永
以
前
よ
り
の
古
建
物
た
り
し
か
ど
‘
既
に
二
百
許
年
を
経

た
り
し
ゅ
ゑ
に
‘
迫
々
大
破
に
及
び
、
文
化
二
年
に
治
替
あ
り

τ、

建
方
も
便
捷
に
た
り
た
り
と
い
へ
り
。
然
る
に
明
治
陵
藩
置
豚
の

際
、
建
物
を
取
段
ち
地
所
も
賓
却
せ
ら
れ
.
今
は
共
の
遺
蹟
に
悉
く

町
家
を
建
て
、
数
戸
と
注
し
た
り
。
残
れ
る
も
の
と
て
は
土
磁
の
み

に
て
、
遺
欣
抑
も
な
し
と
い
へ
り
。

O
金
津
町
奉
行
来
歴

町
奉
行
の
濫
館
は
‘
村
井
盟
後
守
長
績
な
る
よ
し
‘
町
奉
行
前
鍛
等

に
載
せ
た
り
。
此
の
事
は
三
登
記
に
、
文
藤
三
年
の
暮
に
利
家
卿
金

津
へ
下
向
被
v
成
、
石
川
郡
の
内
務
通
り
鷹
野
被
み
也
、
夜
に
入
り
御
入

城
之
慮
、
宮
腰
口
町
端
に
で
御
小
勝
衛
藤
八
太
夫
を
.
何
者
ゃ
ら
ん

一
太
刀
切
り
て
温
ひ
ぬ
け
た
り
。
八
太
夫
、
山
の
紳
と
云
ふ
他
国
浪

人
也
と
て
遁
廻
し
生
捕
る
云
々
。
村
井
盟
後
.
共
時
分
町
奉
行
を
粂

勤
被
a
仰
付
一
手
代
を
指
置
き
町
中
の
事
を
聞
か
し
む
。
町
同
心
村
井

金
揮
官
蹟
志
巻
骨
三

四
回

る
と
也
。
さ
て
彼
筒
は
、
鷲
の
筒
と
て
軍
貸
せ
し
と
也
。
ま
た
享
保

紀
聞
に
云
ふ
。
故
肥
前
様
守
山
御
在
城
の
時
分
か
。
擁
疾
被
v
a柿
v
煩
け

る
に
‘
御
庭
の
草
む
ら
の
内
へ
毎
夜
鳥
来
り

τ
鳴
く
。
さ
し
て
此
故

の
御
悩
と
は
不
v
被
且
思
召
吋
乍
v
去
御
快
か
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
震
a
御
取
-
可
v

歩
成
と
て
、
安
見
隠
岐
に
被
昌
仰
付
↓
奉
v
長
と
て
共
夜
待
ち
け
る
に
.

如
=
毎
夜
-
来
・
り
て
鳴
き
け
る
を
、
人
を
し
て
迫
立
て
さ
せ
、
立
あ
が
る

底
を
打
殺
す
。
か
ゃ
う
の
も
の
は
被
a

召
上
-
た
る
が
宜
し
と
て
‘
共
夜

御
吸
物
に
仰
付
け
ら
れ
、
被
a
召
上
-
け
る
に
、
御
繕
も
早
速
御
治
被
v

遊
た
り
と
た
り
。
共
烏
は
鴫
の
大
き
さ
程
な
る
烏
な
り
。
只
崎
の
ふ

が
は
り
怠
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。

O
町

曾

所

跡

三
州
志
飛
因
概
覧
附
録
K
-
E
ふ
。
町
曾
所
は
、
寛
永
十
三
年
安
見
隠

岐
流
刑
の
後
、
共
遺
宅
を
以
て
直
に
町
曾
所
と
す
o

相
停
ふ
o
是
よ

り
以
前
は
、
博
勢
町
竹
屋
仁
兵
衛
と
一
宮
ふ
町
人
の
居
宅
に
て
、
町
方

の
諸
用
を
町
役
人
共
集
り
鹿
置
し
た
り
と
云
ふ
。
竹
屋
の
子
孫
仁
兵

街
、
今
尾
張
町
に
居
住
せ
り
と
。
平
次
按
宇
る
に
、
竹
屋
仁
兵
衛
由

緒
幌
に
.
天
疋
卒
中
御
入
部
之
御
よ
り
鹿
長
二
年
ま
で
、
営
地
に
町

合
所
無
v
之
。
共
頃
元
組
仁
兵
衛
博
勢
町
に
居
住
罷
在
、
町
役
人
被
一
-
仰

盟
太
夫
・
横
山
鹿
右
衛
門
也
。
御
通
行
の
時
分
吟
味
狼
り
に
し
て
‘
上

下
入
飢
る
L
ゆ
ゑ
に
か
ゃ
う
の
者
俳
佃
す
と
て
、
雨
人
共
折
盤
被
=
仰

付
一
共
代
り
方
々
よ
り
望
み
け
り
。
村
#
盟
後
上
方
に
罷
在
故
、
村

井
勘
十
郎
農
・
v
得
-
-
御
意
-
慮
、
先
年
盟
後
を
魚
津
に
置
く
時
見
知
り
た

る
者
有
り
、
何
方
に
居
る
や
と
御
尋
ね
也
。
夫
は
盟
後
甥
村
井
久
左

衛
門
と
申
し
‘
親
手
前
に
罷
在
由
申
上
ぐ
。
其
久
左
衛
門
町
同
心
に

可
v
被
a
仰
付
-
と
て
被
品
召
出
ア
盟
後
上
方
に
て
祭
事
v
存
由
御
組
申
上
げ

た
り
。
と
あ
り
。
村
井
叉
兵
衛
長
明
の
自
記
民
、
、
I
l
l
1
1
1

一
安
頼
一

此
の
印
は
、
天
正
之
頃
長
額
金
津
町
奉
行
、
援
は
加
増
と
思
召
由
に

て
、
加
賀
廻
り
貨
高
九
千
六
百
石
鈴
代
官
所
被
巴
仰
付
一
共
小
物
成
被
v

下
候
時
、
名
乗
の
宇
を
骨
伊
彫
申
候
。
諸
事
捺
被
v
申
候
印
判
に
御
座

候
。
十
四
年
以
前
飛
騨
守
殿
御
意
を
以
‘
往
還
開
所
越
前
・
近
江
、
下

は
境
へ
の
私
誼
す
過
書
に
此
印
捺
申
候
。

右
の
如
〈
載
せ
た
れ
ば
、
天
正
十
一
年
金
津
入
城
以
来
、
金
樽
町
方

の
裁
許
は
村
井
長
績
勤
め
た
る
た
る
べ
し
。
夫
れ
よ
り
、
箆
長
・
元
和

?門
P
固
】

の
際
如
何
・
な
る
哉
不
v
詳
と
、
三
州
志
及
び
藩
閣
官
職
遜
考
に
い
へ
れ

四
五




